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巻
　
頭
　
言
北海道を代表する劇作家
・
本山節彌氏
（二〇一四年夏
『浜茄子紅き磯辺にも』
を上梓
・
現在も活躍中）
は、
一
九
四
九
年、
一
九
歳
で
東
京
の
離
島『
御
蔵
島
』
の（
小
）
中
学
校
の
教
員
に
な
っ
た。
後
に、
札
幌
静
修
高
校・
札
幌
啓北商業高校
・
札幌開成高校などでの
『高校演劇』
の
「原点となった一年間だった。
」
と述懐している。
（「陽
だまり」
『モーさんのとっておきの話』
）
昨年秋、中国の「赤サンゴ」密漁船団で、にわかに注目されたあの近海の太平洋上の小さな島である。本当は、
この本山氏の
「劇的とも言える
『御蔵島』
出島の話」
を紹介したいのだが、
それは別の機会にして、
有吉佐和子『海暗』のことを書こう。
御
蔵
島
は、
日
本
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て、
戦
闘
機
か
ら
爆
弾
を
撃
ち
込
む「
射
爆
場
」
と
な
り
か
け
た
こ
と
が
あ
る。
こ
の
平
和
な、
自
然
豊
な「
島
」
が、
爆
弾
の
標
的
に
な
り、
平
和
も、
自
然
も
破
壊
さ
れ
る
の
は「
ユ
ル
セ
ナ
イ
」
と
島
民とともに立ち上がったのが、
この小説『海暗』の主人公「オヨヨン婆」である。婆は「シャバクジョウ！
そんなものはいらん。
」―黙々と「つげ」の苗木を植え続ける。
オヨヨン婆は言う。
「つげ（＝柘
・
柘植
・
樿
・
黄楊
・
　
常緑小高木
　
材質が細かく、硬く、版木や櫛、印材、
将
棋
の
駒
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
）
は、
二
代
後、
三
代
後
で
は、
未
だ
小
さ
く
て、
細
く
て
役
に
立
た
な
い。
四
代
目、
五
代
目
で
や
っ
と
一
人
前
に
な
る。
先
祖
が
代
々
残
し
て
く
れ
た
よ
う
に、
私
も、
こ
の『
つ
げ
』
の
木
を
こ
の
島
に
植
え
続
ける―」と。
いま、
私たちは、
あまりにも目前の近視的、
消費的、
結果
・
成果にこだわりすぎていないだろうか。四代目、
五
代
目
の
人
々
が「
残
し
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
な
息
の
長
い
仕
事
を
し
た
い
も
の
で
あ
る。
愚
直
と
い
われようが、頑固といわれようが。オヨヨン婆のように。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
森
　　
一生
